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こ
こ
に
紹
介
す
る
新
資
料
の
附
本
『
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
は
、
現
在
ま
で
そ
の
全
容
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
ず
に
書
名
の
み
が
報
告
さ
れ
て
い

た
附
本
で
あ
る
。
本
書
は
二
十
年
ほ
ど
以
前
に
、
檎
谷
が
一
括
し
て
購
入
し
た
草
壁
紙
類
十
数
点
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
以
後

檎
谷
の
怠
慢
も
あ
っ
て
紹
介
す
る
務
め
を
延
引
し
つ
つ
今
日
に
至
っ
た
。

近
時
、
よ
う
や
く
に
し
て
附
本
に
た
い
す
る
文
献
も
重
視
さ
れ
、
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
幸
い
に
慶
慮
義
塾
の
研
究
室
に
も
石
川

俊
一
郎
と
い
う
附
本
研
究
者
が
生
ま
れ
た
の
で
、
調
査
と
報
告
を
主
と
し
て
石
川
に
担
当
し
て
貰
い
、
そ
れ
を
檎
谷
が
検
証
す
る
と
い
う
作

業
に
よ
っ
て
、
今
回
、
本
書
の
全
容
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
は
改
装
本
で
あ
り
、
題
祭
も
後
補
、
さ
ら
に
書

名
を
間
違
え
て
お
り
、
手
摺
れ
の
多
い
粗
末
な
書
物
で
あ
る
が
、
他
に
そ
の
所
在
を
聞
か
な
い
以
上
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
大
方
の
研
究
に
資



す
る
の
も
意
義
な
し
と
し
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
享
保
年
代
の
江
戸
に
お
け
る
哨
本
と
い
う
点
も
、
哨
本
刊
行
史
の
う
え
で
い
さ
さ
か
の
空

隙
を
埋
め
る
作
業
に
つ
な
が
る
か
も
知
れ
ぬ
。

そ
れ
が
本
書
紹
介
の
理
由
で
あ
る
。

さ
て
本
書
は
露
の
五
郎
兵
衛
作
守
露
五
郎
兵
衛
新
は
な
し
』
（
元
禄
一
四
年
刊
・
一
巻
一
冊
）
の
改
題
本
と
さ
れ
て
き
た
（
1
）O

木
村
捨
三

氏
は
「
近
藤
清
春
が
可
露
の
五
郎
兵
衛
新
は
な
し
』
（
元
禄
十
四
年
板
）
を
享
保
十
一
年
に
『
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
と
改
題
し
て
、
こ
れ
に
画
い

四
一
間
一
議
享
保
十
一
年
刊
明
ユ
／

た
の
が
あ
る
」
（
三
と
述
べ
ら
れ
た
が
、

そ
の
他
は
僅
か
に
宮
尾
し
げ
を
氏
が

「
軽
口
こ
ら
へ
袋

元
禄
十
四
年
っ
露
五
郎
兵
衛
新
噺
」
の
改
題
本
と
い
ふ
、
芝
伸
明
前
角
井
筒
屋
板
L

（3
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

そ
れ
も
あ
っ
て
現
在
で

は
、
本
書
は
挿
画
が
描
き
改
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
元
の
板
木
を
使
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
新
た
に
版
を
お
こ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
4
）O

し
か
し
な
が
ら
、

本
書
は
元
禄
一
四
年
の
洪
水
・
雷
の
話
を
中
心
と
し
た
『
露
五
郎
兵
衛
新
は
な
し
』
と
は
全
二
ヘ
話
と
も
全

り
、
現
在
判
明
し
て
い
る
四
六
三
話
が
紹
介
・
翻
刻
さ
れ
（
5
）
、
話
題
総
索
引
も
作
成
さ
れ
て
い
る
（
6
）が、

さ
ら
に
今
回
新
た
に
二
八
話
を

- 2 -

て
別
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
翻
刻
本
文
に
よ
っ
て
み
れ
ば
分
明
で
あ
ろ
う
。
露
の
五
郎
兵
衛
の
作
品
は
こ
れ
ま
で
宮
尾
輿
男
氏
に
よ

追
加
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
書
誌
を
記
す
。

2 

表
紙

改
装
後
補

濃
茶
色
地
に
鎖
模
様
空
押

タ
テ
ロ
・

9
、

ヨ
コ
ロ
・

1
セ
ン
チ

題

住

用

後
補

無
枠
短
尺
形
黄
色
紙

表
紙
左
肩

「
軽
口
笑
袋

全
」
（
墨
書
）

タ
テ
叫
・

5
、
ヨ
コ

2
・
9
セ
ン
チ
（
こ
の
題
名
は
誤

ま
り
で
あ
る
）

目
録
題

「
か
る
口
こ
ら
へ
ふ
く
ろ
目
録
」



目録（1オ ・1ウ）

挿画（7ゥ・ 8オ）
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内
題
・
尾
題

と
も
に
な
し

三
行
に
続
き
、
「
右
此
附
之
本
大
坂
露
の
五
郎
兵
衛
哨
之
本
ヲ
写
板
行
令
者
也

芝
神
明
前
井
筒
屋
板
元
」
と
あ
る

筆
工
近
藤
清
春
筆
／
芝
神
明
前
角
井
筒
屋
開
〔
板
〕
」
、
二
八
丁
ウ

隆
明
氏
の
『
近
世
書
林
板
元
線
覧
』
で
は
、
延
宝
・
天
和
ご
ろ
か
ら
井
筒
屋
は
赤
本
の
版
行
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
由
だ
か
ら
、

バ川
H
1
6
T
4
J

fTZ一副

一
ウ
目
録
一
四
行
に
続
き
、
「
享
保
十
一
年
丙
午
正
月
吉
日

丁
数

一
三
丁
（
う
ち
目
録
一
丁
）

一卜

ウ

十
二
オ
）

版
式
と
し
て
は
見
聞
き
だ
が
左
右
の
挿
画
は
雲
形
に
よ
っ
て
そ

- 4 -

挿
画

片
面
六
図
（
二
ウ

八
オ

丁
付

一t
十
三

本
書
『
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
の
版
元
で
あ
る
井
筒
屋
は
、
清
水
堂
と
号
し
た
江
戸
芝
神
明
前
横
町
に
店
を
構
え
た
井
筒
屋
忠
左
衛
門
。
井
上

ー
l
斗
人
工
ん
人

1
3
4
1
7
 
ん
体
半
葉
一
四
行

ま
ま
振

p
が
な
あ
り

伝
行
約
四

O
宇

決
宇
平
か
な
交

p

手n

ク
テ
日
・

9
、
ヨ
コ
日
・

7
セ
ン
チ

凹
胤
単
辺

tt 
友lj

こ
ら
へ

七
ウ

一オ

れ
ぞ
れ
区
切
ら
れ
、
別
図
に
な
っ
て
お
り
、

八
オ
に
「
重
工
近
藤
助
五
郎
清
春
筆
」
と
署
名
が
あ
る

円

μ
河
〕

に
十
三
日

「
豊
芥
／
（
象
の
絵
）
」
（
方
形
朱
印
）

「
き
り
さ
わ
／
文
庫
」
（
方
形
朱
印
）
、
と
も
に
一
オ

話
数

二
八
話

備
考

天
地
裁
断
、
総
裏
打

3 

そ
の
赤
本



の
絵
師
の
ひ
と
り
で
あ
る
近
藤
清
春
が
、
本
書
の
挿
画
を
描
く
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

絵
師
近
藤
清
春
は
『
浮
世
絵
類
考
』
で
は
「
江
戸
の
産
に
し
て
赤
本
金
平
絵
本
な
ど
を
書
く
、

正
徳
享
保
の
頃
也
。
一
二
馬
按
、
清
春
は
吉
原

細
見
記
、
弁
芝
居
狂
言
本
等
、
自
重
に
て
敷
多
開
板
せ
り
」
と
の
こ
と
で
、
清
春
の
関
係
し
た
附
本
は
、

私
た
ち
の
知
る
限
り
、
次
に
掲
げ
る
一
書

の
他
は
な
い
。

そ
れ
は
享
保
一
五
年
刊
『
お
け
さ
は
な
し
』
で
、

書
型
は
中
本
、
『
日
本
小
附
集
成
』
上
巻
口
絵
に
本
文
と
挿
画
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
『
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
と
右
の
『
お
け
さ
は
な
し
』
の
二
書
が
と
も
に
中
本
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

即
ち

享
保
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
附
本
は
宮
尾
し
げ
を
氏
に
よ
れ
ば
全
部
で
二
九
部
（
7
）、

そ
の
う
ち
調
査
し
得
た
二

O
部
は
当
該
の
二
書

を
除
き
全
て
半
紙
本
で
あ
り
、
更
に
宮
尾
氏
目
録
に
洩
れ
る
『
軽
口
一
扇
の
的
』
・
『
加
留
日
間
盃
』
・
戸
水
打
花
』
・
『
か
る
口
大
笑
遠
慮
』
・
『
軽

口
売
正
月
』
・
『
軽
口
そ
ろ
ま
人
形
』
も
全
て
半
紙
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
半
紙
本
五
巻
五
冊
の
形
態
が
流
行
し
た
と
考
え
て
も
よ
い

享
保
年
間
の
附
本
出
版
界
に
お
い
て
、
『
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
・
『
お
け
さ
は
な
し
』
に
み
ら
れ
る
中
本
型
式
は
、

か
な
り
異
色
の
も
の
で
あ
り
、

-5-

お
そ
ら
く
は
赤
本
の
影
響
を
受
け
、
挿
画
に
重
き
を
置
い
た
書
型
で
あ
る
と
考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

本
書
に
は
本
文
末
以
外
に
、
目
録
末
に
刊
記
が
あ
る
。
漢
籍
で
は
本
文
末
や
奥
付
以
外
に
刊
記
が
あ
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
が
、
草
紙
本

に
お
い
て
こ
う
い
う
位
置
に
刊
記
が
あ
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
。

露
の
五
郎
兵
衛
は
、
貞
享
頃
に
京
四
条
河
原
や
北
野
天
満
宮
な
ど
の
盛
り
場
に
集
ま
る
人
々
か
ら
代
銭
を
取
り
辻
附
（
落
し
附
）
を
聞
か
せ

た
、
い
わ
ば
附
家
の
元
祖
と
で
も
い
う
べ
き
人
物
だ
っ
た
。

そ
の
考
証
に
つ
い
て
は
各
務
支
考
の
『
本
朝
文
鑑
』
（
享
保
三
刊
）
、

山
東
万丈
伝

の
『
近
世
奇
跡
考
』
（
文
化
元
刊
）
、
柳
亭
種
彦
の
『
足
薪
翁
之
記
』
（
写
本
）
を
は
じ
め
、
前
田
勇
氏
の
『
改
訂
増
補
上
方
落
語
の
歴
史
』

ag 

和
田
一
年
）
、
肥
田
時
三
氏
の
「
上
方
落
語
史
の
諸
相
」
（
『
国
文
学
』
昭
和
四
九
年
九
月
）
、
関
山
和
夫
氏
の
「
露
の
五
郎
兵
衛
」
（
『
落
語
界
』

昭
和
五
三
年
五
月
）
、
宮
尾
輿
男
氏
の
「
露
の
五
郎
兵
衛
と
豆
蔵
」
（
『
芸
能
』
昭
和
五
四
年
四
月
）
な
ど
に
示
唆
に
富
む
考
勘
が
あ
る
か
ら
、



み
や
乙
め
い
ぷ
つ

彼
の
略
歴
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
を
や
め
る
。
た
だ
一
つ
五
郎
兵
衛
の
没
し
た
の
は
『
露
休
置
土
産
』
（
宝
永
四
年
）
序
に
「
都
の
名
物
。

ろ

き

う

あ

き

え

ん

ぶ

入
道
露
休
。
過
に
し
元
禄
ひ
つ
じ
の
秋
。
閣
浮
を
さ
り
し
」
と
あ
る
ご
と
く
、
元
禄
二
ハ
年
秋
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
は
確
認
し
て
お
こ

h
q

ノ。武
藤
禎
夫
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
（

E
、

五
郎
兵
衛
の
哨
本
は
出
版
を
目
的
と
し
て
読
ま
れ
る
た
め
に
創
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く

て
、
辻
附
の
た
め
の
「
唱
の
控
え
帳
」
が
そ
の
ま
ま
本
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
五
郎
兵
衛
没
後
の
『
露
休
置
土

し

ゃ

う

よ

の

な

か

は

な

し

ふ

る

産
』
の
序
に
つ
け
ば
、
「
露
休
が
一
生
。
は
な
し
の
ひ
か
へ
帳
を
く
り
ひ
ろ
げ
。
い
ま
だ
世
間
の
人
に
。
わ
ら
は
せ
ぬ
噺
を
取
あ
つ
め
。
奮
き

ょ

せ

ろ

さ

う

を

き

ι
や

げ

な

づ

け

ぜ

ん

ぷ

い

つ

ま

さ

は
え
り
す
て
。
あ
た
ら
し
き
を
ひ
ろ
ひ
寄
て
。
露
休
置
土
産
と
名
付
。
全
部
五
巻
と
し
て
」
と
あ
る
ご
と
く
、
明
ら
か
に
舌
耕
の
文
芸
を
編

輯
し
梓
に
の
ぼ
せ
た
典
型
的
な
五
郎
兵
衛
作
附
本
で
は
め
っ
た
。

だ
か
ら
同
時
に
五
郎
兵
衛
の
拙
は
際
物
哨
・
談
義
哨
を
除
い
て
し
ま
え

- 6ー

ば
、
先
行
哨
の
再
利
用
が
目
立
ち
、
創
作
性
に
乏
し
い
と
評
価
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

4 

で
は
右
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
本
書
可
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
が
刊
行
さ
れ
た
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
と
い
う
年
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
時
期
浮
世
草
子
の
刊
行
は
い
ぜ
ん
盛
ん
で
あ
り
、
浄
瑠
璃
も
出
雲
・
一
風
・
千
四
・
宗
助
な
ど
が
近
松
没
後
（
享
保
九
年
）
の
あ
と
に
活

躍
し
て
い
た
。
樗
山
の
『
田
舎
荘
子
』
は
翌
享
保
二
一
年
だ
し
、
当
年
（
一
一
年
）
江
戸
の
出
版
界
に
さ
し
た
る
刊
行
物
は
な
い
。

そ
こ
で
附

本
の
う
ち
露
の
五
郎
兵
衛
の
名
が
冠
せ
ら
れ
た
哨
本
の
刊
行
と
そ
の
書
名
を
年
代
順
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
書
名
の
上
に
数
字
を
付
し
た
の

は
刊
年
順
を
示
し
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
同
一
種
類
の
後
印
を
意
味
す
る
。
〔

〕
印
は
推
定
出
版
元
号
で
あ
る
。

A 

露
が
は
な
し

半
紙
本
五
巻
五
冊

万
一
禄
四
年
刊

版
元
不
詳



B A 

二

B

一一一

l
A

一一一

l
B

四五

A 

五

B 

五

l
C

五

D 

五

E 

六
l
A

／＼ 

B 

七

A 

七

B 

七

c 

同

同

半
紙
本
五
巻
五
冊

同

宝
永
七
年
刊

菊
屋
七
郎
兵
衛

一一

l
A
の
巻
三
・
四
・
五
を
用
い
る
改
題
本

一
時
懸
合
唱

か
る
口
利
益
噛

露
新
軽
口
は
な
し

軽
口
老
婆
さ
く
ら

晴
あ
た
こ
と
た
ん
き

露
休
は
な
し

酎
時
あ
ら
れ
酒

露
休
は
な
し

軽
口
笑
上
戸

我
偉
草
紙
ニ
編

露
五
郎
兵
衛
新
は
な
し

〔
宝
暦
〕
刊

梅
村
判
兵
衛

一ーー
A
の
丁
数
・
話
数
を
縮
少
し
て
い
る

ノ!JI..,

〔
元
禄
一

O
年
〕
刊

和
泉
屋
長
兵
衛
・
菊
屋
七
郎
兵
衛

j孔

十
口
小

半
紙
本
五
巻
五
冊
（
現
存
本
は
写
本
の
み
）

藤
兵
衛
刊
（
姓
不
詳
）

元
禄
二
年
刊

同

宝
永
三
年
刊

木
村
四
郎
兵
衛
・
近
江
屋
善
兵
衛

一一一

l
A
の
改
題
本

店、

小
本
三
巻
三
冊

元
禄
二
一
年
刊

半
紙
本
五
巻
五
冊

〔
元
禄
一
四
年
〕
刊

所
在
不
明

同

宝
永
二
年
刊

谷
村
多
兵
衛
・
神
原
理
兵
衛

一 7 -

五
l
A
の
改
題
本

尽

同

正
徳
二
年
刊

五
ー
B
の
改
題
本

所
在
不
明

同

〔
宝
暦
・
明
和
〕
刊

五
l
C
の
改
題
本

同

秋
田
屋
市
兵
衛
等
三
都
版

五
l
D
の
改
題
本

嘉
永
四
年
刊

半
紙
本
一
巻
一
冊

元
禄
一
四
年
刊

菱
屋
治
兵
衛
刊

元
禄
一
四
年
六
月
一
九
日
の
洪
水

ノ!JI..,

同

落
雷
の
話
が
中
心
と
な
る
全
十
五
話

宝
永
五
年
刊

所
在
不
明

か物名都同

る露
く休
ちし
はか
なた
し R出

内
題

軽
口
千
代
万
載
（
扉
題
） 半

紙
本
五
巻
五
冊

〔
元
禄
一
五
年
〕
刊

同

刊
年
不
詳

同

〔
宝
暦
二
年
〕
刊

本
文
中
に
寸
一
露
休
L

と
あ
る
部
分
を
「
豆
蔵
」
と
入
木
修
訂
す
る



七

D 

七

E 

}¥. 

A 

｝＼ 

B 

｝＼ 

c 

｝＼ 

D 

九

か
る
く
ち
は
な
し
（
内
題

刊
年
不
詳

七

C
を
縮
少
し
た
も
の

同

軽
口
千
代
万
載
（
扉
題
）

同

七
l
D
を
更
に
縮
少
し
た
も
の

同

露
休
置
土
産

半
紙
本
五
巻
玉
冊

〔古小〕

田
井
利
兵
衛

宝
永
四
年
刊

臨
時
露
休
蘇
生
花

正
徳
二
年
刊

八
l
A
の
改
鼠
本

覆
刻
・
新
刻
で
再
構
成
し
話
数
も
縮
少
す
る

同

同

御
ま
ん
ざ
い

刊
年
不
詳

八
ー
B
の
改
題
本

版
元
不
詳

同

笑
だ
る
ま

享
保
四
年
刊

同

八
ー

c
の
改
題
本

同

軽
口
こ
ら
へ
袋

中
本
一
巻
一
冊

江
戸

井
筒
屋
忠
左
衛
門

享

保

二

年

刊

以
上
の
よ
う
で
あ
る
。

5 

-8-

右
に
み
た
ご
と
く
全
九
作
品
の
う
ち
七
作
品
ま
で
は
生
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
五
郎
兵
衛
が
元
禄
二
ハ
年
（
一
七

O
三
）
に
没
し

た
あ
と
、
す
ぐ
に
改
題
後
印
本
が
出
版
さ
れ
、
没
後
四
年
め
に
は
ヨ
露
休
置
土
産
』
が
五
郎
兵
衛
の
「
附
の
控
え
帳
」
か
ら
抄
出
し
た
と
い

う
編
輯
意
図
を
う
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
五
郎
兵
衛
作
品
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
ま
で
に
、
前
出
二
四
点
中
一
六
点
ま
で
も
が

刊
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
い
で
い
ま
ひ
と
つ
の
ピ

l
ク
は
、
後
年
の
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
刊
『
我
偉
草
紙
ニ
編
』
を
除
く
と
し
て
も
、
右
の
享
保
四
年
か
ら
ほ

ち
七
｜
B

ぼ
三

O
年
を
経
た
、
宝
暦
年
代
に
あ
っ
て
五
点
の
刊
行
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
す
る
と
ど
う
な
る
か
。

『
か
る
く
ち
は
な
し
』
（
刊
年
不
詳
）
を
除
け
ば
、

つ
ま
り
、
前
出
一
覧
表
の
う

七
｜
C

『
軽
口
千
代
万
載
』
（
扉
題
に
よ
る
）
〔
宝
暦
二
年
〕
刊
、
に
は
本
文
中
に



「
露
休
」
と
あ
る
の
を
コ
旦
蔵
L

と
入
木
し
て
い
る
事
実
か
ら
商
量
し
て
も
、
本
書
『
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
は
、
露
の
五
郎
兵
衛
（
露
休
）
と
い

う
唱
し
手
が
読
者
に
遠
く
な
っ
た
時
点
で
突
然
よ
み
が
え
っ
た
出
版
物
で
は
あ
っ
た
。

『
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
は
み
た
び
言
う
が
享
保
一
一
年
の
刊
行
に
関
わ
る
。
本
書
巻
末
に
は
書
誌
の
刊
記
の
項
に
記
し
た
ご
と
く
「
露
の
五

郎
兵
衛
哨
之
本
ヲ
写
板
行
令
者
也
」
と
宣
伝
し
て
い
る
。
露
の
五
郎
兵
衛
没
後
四
年
、
す
く
な
く
と
も
一
覧
表
八

l
A
に
記
し
た
『
露
休
置

土
産
』
五
巻
五
冊
は
、
書
埠
田
井
利
兵
衛
、
後
続
の
改
鼠
・
改
題
本
に
証
し
て
も
た
ぶ
ん
間
違
い
な
く
上
方
（
京
都
）
の
出
版
本
で
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
享
保
四
年
ま
で
上
方
で
出
版
さ
れ
て
い
た
五
郎
兵
衛
物
が
、
享
保
一
一
年
に
な
っ
て
ど
う
し
て
江
戸
の
書
嘩
井
筒
屋
か
ら
、

近
藤
清
春
の
絵
を
多
く
加
え
て
出
版
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
も
こ
こ
に
は
た
し
か
上
方
に
あ
る
は
ず
の
五
郎
兵
衛
「
哨
の
控
え
帳
」

-9-

（
な
い
し
写
し
）
が
、
書
患
の
許
に
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
『
こ
ら
へ
袋
』
を
編
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
回
紙
幅
の
関

係
も
あ
っ
て
井
筒
屋
の
出
版
物
に
ま
で
報
告
の
手
は
伸
び
な
い
が
、
こ
の
あ
た
り
は
識
者
の
御
示
教
を
侯
ち
た
い
。

6 

い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
お
判
り
い
た
だ
け
た
よ
う
に
、
露
の
五
郎
兵
衛
の
拙
を
筆
録
し
刊
行
し
た
各
版
の
哨
本
に
は
、
先
行
哨

を
再
活
用
し
た
り
類
話
を
用
い
た
り
、

や
や
文
章
を
改
変
し
て
利
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
当
期
の
読
者
に
向
け
て
の
商
業
的
な
出
版
意
図

が
認
め
ら
れ
た
。
本
書
『
こ
ら
へ
袋
』
巻
末
に
い
う
「
露
の
五
郎
兵
衛
哨
之
本
ヲ
写
」
と
い
う
姿
勢
が
、
で
は
『
こ
ら
へ
袋
』
の
ど
こ
に
あ
る

の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
第
二
一
話
の
「
ね
こ
と
に
お
ど
ろ
く
ぬ
す
人
の
事
」
を
『
露
休
置
土
産
』
巻
一
の
第
一
一
話
に
み
る
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
ほ
か
の
附
本
に
出
典
を
探
っ
て
み
る
と
、
第
一
四
話
「
し
わ
き
家
も
ち
の
事
」
を
正
徳
二
年
刊
の
可
新
話
笑
眉
』
巻
二
第
一

O
話
「
困



っ
た
あ
い
さ
つ
L

・
享
保
一
一
年
刊
可
当
流
噺
初
笑
』
巻
一
第
九
話
「
げ
す
の
知
恵
は
あ
と
」
に
、
第
二
四
話
「
ば
く
ち
う
ち
ほ
う
も
ん
の

事
」
を
貞
享
年
間
刊
の
『
当
世
は
な
し
の
本
』
第
一
四
話
「
ば
く
ち
打
長
老
に
成
事
」
に
見
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
全
二
八
話
の
う

ち
ほ
と
ん
ど
が
新
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
五
郎
兵
衛
の
哨
の
本
の
控
え
帳
か
ら
引
い
た
と
い
う
前
出
の
刊
語
を
疑
わ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。
ま
た
本
書
で
唯
一
の
際
物
附
で
あ
る
第
一
三
話
「
中
嶋
勘
左
衛
門
ぢ
ご
く
に
て
あ
く
事
」

ヵ

〔
元
禄
六
年
〕
刊
『
野
郎
楊
弓
』
（
9
）
に
敵
役
と
し
て
は
じ
め
て
そ
の
名
を
見
る
江
戸
の
役
者
で
あ
り
、

を
み
る
に
、
中
嶋
勘
左
衛
門
と
は

山
村
座
・
森
田
座
・
市
村
座
で
活
躍

し
、
「
ま
な
こ
の
す
さ
ま
じ
き
L

（
元
禄
一
三
年
刊
『
役
者
万
年
暦
』
）
敵
役
・
立
役
と
し
て
有
名
で
上
上
吉
の
評
判
を
と
っ
た
役
者
で
は
あ
っ

た
。
そ
の
死
没
年
が
享
保
元
年
で
あ
る
こ
と
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
刊
の
『
役
者
賭
隻
六
』
の
記
事
で
明
ら
か
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
元
禄
二
ハ
年
に
没
し
た
露
の
五
郎
兵
衛
に
は
、
右
の
当
話
を
創
作
し
聴
き
手
に
話
す
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
ま
い
。
こ

第
二
八
話
「
し
ば
ゐ
ず
き
の
男
わ
ん
を
か
う
事
」
に
登
場
す
る
勝
山
又
五
郎
に
し
て
も
、

お
な
じ
く
江
戸
の
立
役
者
で
あ
り
、

そ
う
し
て
み

- 10 -

れ
は
明
ら
か
に
江
戸
の
歌
舞
伎
芝
居
の
物
故
し
た
役
者
の
芸
名
に
か
こ
つ
け
た
挿
話
で
、
読
者
の
歓
心
を
呼
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
本
書

る
と
上
方
が
主
た
る
舞
台
だ
っ
た
露
の
五
郎
兵
衛
が
、
江
戸
と
い
う
土
地
に
な
に
ほ
ど
の
ゆ
か
り
が
あ
っ
た
か
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
だ

ろ
h

フ。約
め
て
言
え
ば
本
書
に
は
、
露
の
五
郎
兵
衛
の
作
者
像
は
す
こ
ぶ
る
薄
い
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
哨
本
の
資
料
的
意
味

は
高
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
附
本
に
お
け
る
作
者
の
存
在
は
、
近
世
草
子
類
の
う
ち
で
も
と
く
に
稀
薄
で
あ
る
と
い
う
論
者
の
目
論

見
は
、

そ
の
間
に
あ
っ
て
、
出
版
書
皐
と
絵
師
の
存
在
を
す
ぐ
れ
て
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
提
案
に
、

ふ
た
た
び
立
ち
戻
る
こ
と
を
需

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
資
料
紹
介
と
い
う
本
稿
の
目
的
も
あ
る
の
で
、
本
文
の
内
容
に
は
触
れ
ず
に
、

い
ち
お
う
の

刀
牛
見
こ
冬
、
ム
口
し
ヒ
。

街
月
三
ロ

y
y
立山町
4
U戸
T
L
4
l
f



｛注］

（

1
）
 

露
五
郎
兵
衛

近
藤
清
春
重

『
即
日
本
小
説
書
目
年
表
』
（
昭
ロ
・
ゆ
ま
に
書
房
）
噺
本
の
項
に
寸

O
軽
口
こ
ら
へ
袋

「
露
五
郎
兵
衛
新
噺
」
の
改
題
三
版
」
と
あ
る

「
噺
本
の
挿
絵
と
鳥
居
清
経
」
（
吋
小
は
な
し
研
究
』
第
四
号
）

「
初
期
噺
本
の
調
べ

L
q小
は
な
し
研
究
』
第
一
号
）

宮
尾
奥
男
氏
「
近
世
附
本
研
究
上
方
哨
家
の
附
本
凶
」
（
『
上
方
芸
能
』
第
三
三
号
）
、
同
氏

に
｜
｜
」
（
『
語
文
』
第
五
六
輯
）
、
岡
雅
彦
・
武
藤
禎
夫
氏
編
『
噺
本
大
系
』
第
六
巻
解
題

『
上
方
芸
能
L

二一三

i
三
六
、
三
八

t
四
五
、
五
三

t
五
五
、
七
七
、
七
八
、
八

O
号

『
上
方
芸
能
』
八

0
・
八
一
号

「
定
本
法
一
一
科
書
目
年
表
L

（
東
洋
文
庫
問
・
附
句
江
戸
小
哨
集
』
所
収
、
平
凡
社
）

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
四
巻
（
昭
和
日
・
岩
波
書
店
、
露
の
五
郎
兵
衛
の
項
）

『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
巻
（
昭
和
初
・
岩
波
書
店
）
、
以
下
の
評
判
記
類
も
同
集
成
に
よ
る

同
（
享
保
十
一
年
）
／
元
禄
十
四
年
版

「
露
の
五
郎
兵
衛
附
本
作
品
孜
1
1
1
書
誌
を
中
心

- 11ー

〔
付
記
〕

こ
の
解
題
は
石
川
俊
一
郎
が
草
稿
を
記
し
そ
れ
に
檎
谷
昭
彦
が
私
見
を
加
え
、

谷
が
負
う
も
の
と
す
る
。

且
つ
全
文
の
意
匠
を
と
と
の
え
た
。

し
た
が
っ
て
文
責
は
檎

本
書
が
な
ぜ
『
笑
袋
』
と
誤
記
せ
ら

〔
凡
例
〕

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
忠
実
な
活
字
化
に
つ
と
め
る
と
同
時
に
、
読
み
易
い
も
の
と
す
る
よ
う
努
力
し
た
。
そ
の
方
針
は
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

〔
補
記
〕

な
お
私
た
ち
は
本
書
の
題
策
に
記
さ
れ
た
『
軽
口
笑
袋
』
の
行
方
に
つ
い
て
も
関
心
を
有
し
て
い
る
。

れ
た
か
、
で
は
『
笑
袋
』
の
内
容
は
ど
う
か
。
こ
れ
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
。

翻1

実リ



各
丁
の
終
り
に
あ
た
る
所
に
、

一
、
本
文
の
行
移
り
・
丁
移
り
は
底
本
に
従
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

内
に
漢
数
字
と
H

オ
H

H

ウ
μ

で
示
し
た
。

一
、
句
読
点
は
、
読
み
易
さ
を
考
え
、
私
に
施
し
た
。

一
、
仮
名
の
字
体
は
現
行
の
平
仮
名
に
統
一
し
た
。

一
、
仮
名
遣
は
混
乱
し
て
い
る
が
、
底
本
通
り
と
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
に
は
改
め
な
か
っ
た
。

一
、
漢
字
は
新
字
体
を
用
い
た
。

一
、
特
殊
な
草
体
・
略
体
は
通
行
の
文
字
に
改
め
た
。

一
、
手
ズ
レ
等
で
判
読
で
き
な
い
部
分
は
門

U
で
示
し
た
。

一
、
な
お
翻
刻
の
基
礎
作
業
に
つ
い
て
は
、
石
川
俊
一
郎
が
担
当
し
た
。

か
る
口
こ
ら
へ
ふ
く
ろ
目
録

ほ
う
ら
い
さ
ん
の
か
や
の
事

物
い
わ
ひ
す
る
て
い
し
ゅ
の
事

お
せ
う
の
し
ば
ゐ
す
き
の
事

四

女
郎
わ
づ
ら
ひ
の
事

玉

し
ん
た
く
の
ば
け
物
の
事

-1.... 

/'¥ 

町
代
名
主
を
い
〉
こ
む
る
事

七

ぢ
う
じ
初
夢
中
乞
う
ら
な
は
せ
る
事

）＼ 

か
ご
か
き
の
子
と
は
ず
か
た
り
の
事

版
心
の
丁
付
に
よ
り
丁
数
及
び
表
裏
の
別
を
括
弧
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二
十

二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五 九

か
け
絵
を
う
り
そ
こ
な
ふ
て
い
主
か
ご
し
や
く
の
事

十

し
ゃ
う
き
す
き
な
き
ゃ
く
の
事

十

ろ
う
人
米
が
し
へ
行
食
を
く
ふ
事

十

ち
り
か
み
ひ
ろ
い
が
と
う
わ
の
事

十

中
嶋
勘
左
衛
門
ぢ
ご
く
に
て
あ
く
事

十
四

し
わ
き
家
も
ち
の
事

十
五

絵
師
の
と
ん
さ
く
口
の
事

十

仙
人
の
な
り
ぞ
く
な
い
の
事

十
七

き
ゃ
く
し
ぶ
か
き
を
く
ふ
事

十
｝＼ 

」
わ
い
ろ
づ
か
ひ
あ
や
ま
る
事

十
九

お
ふ
し
う
ど
ん
を
あ
つ
ら
へ
に
来
る
事

二
十

絵
馬
の
に
は
烏
と
き
を
つ
く
る
事

ね
こ
と
に
お
ど
ろ
く
ぬ
す
人
の
事

ぬ
す
人
を
な
を
す
い
し
ゃ
の
事

い
な
か
物
お
に
の
す
い
物
い
た
す
事

蚊 かば

さく
かち
もう
リち
すほ
るう
事 も

ん
の
事

（
一
オ
）
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十

大
名
衆
の
お
さ
へ
き
う
に
す
む
事

十
七

さ
む
ら
ひ
け
ん
く
わ
に
て
お
く
れ
と
る
事

二
十
八

し
ば
ゐ
ず
き
の
男
わ
ん
を
か
う
事

享
保
十
一
年

F
ー
正
月
吉
日

ほ
う
ら
い
さ
ん
の
か
や
の
事

A
さ
る
人
か
や
を
も
と
め
け
る
に
、
と
も
立
み
て
、

よ
き
か
や
也
、
と
い
ふ
。
壱
人
が
云
け
る
は
、

い
ざ
行
て
み
ば
や
と
つ
れ
だ
ち
行
け
る
に
、
く
だ
ん
の
か

わ
れ
ら
は
お
や
よ
り
っ
た
は
っ
た
る
ほ

う
ら
い
さ
ん
と
い
ふ
か
や
を
も
っ
た
り
、
と
い
へ
ば
、
是
は
め
っ
ら
し
き
事
也
、

筆
工

近
藤
清
春
筆

芝
神
明
前
角
井
筒
屋
開
口
（
一
ウ
）

や
を
み
せ
ん
と
、

つ
ゾ
ら
よ
り
ふ
る
さ
か
や
を
取
い
た
し
、
是
み
給
へ
と
み
せ
け
れ
ば
、
友
だ
ち
あ
き
れ
て
、
此
や
ぶ
れ
か
や
を
な
ぜ
ほ
う

つ
る
と
か
め
が
ま
ひ

ら
い
さ
ん
と
つ
け
給
ふ
そ
、
と
い
ふ
。
其
時
こ
た
へ
て
、
此
か
や
の
い
と
く
は
こ
ら
ん
の
こ
と
く
や
ぶ
れ
侠
へ
と
も
、

あ
そ
ぶ
、
と
い
ふ
た
も
お
か
し
。

物
い
わ
ひ
す
る
て
い
し
ゅ
の
事

企
さ
る
所
に
物
い
わ
い
す
る
男
有
。
女
房
正
月
の
ざ
う
に
の
な
か
へ
金
一
分
入
、
出
し
け
る
。

て
い
主
く
い
あ
て
、
餅
の
内
に
石
有
と
み
れ
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は
金
也
。
是
は
め
で
た
や
、
こ
と
し
よ
り
金
持
と
云
事
、
と
悦
い
は
ひ
け
り
。
所
へ
そ
さ
う
成
人
来
り
て
、
何
事
、
と
と
ふ
。
も
ち
の
中
に

金
有
、
是
程
め
で
た
き
事
な
し
。

か
ね
持
に
成
と
て
悦
べ
は
、
此
お
と
こ
か
し
ら
を
ふ
り
、

い
や
ノ
＼
い
わ
ひ
や
る
な
、
も
ち
か
ね
る
と
い

ふ
こ
と
じ
ゃ
、
と
い
ふ
た
。

お
せ
う
の
し
ば
ゐ
す
き
の
事

企
さ
る
所
の
よ
そ
の
て
ら
に
、
し
ば
い
す
き
な
る
お
せ
う
有
け
る
か
、
さ
み
し
さ
の
折
節
に
は
（
二
オ
）
（
二
ウ
・
三
オ
挿
画
）
と
う
し
ゅ
く
共

を
あ
い
て
に
し
、

い
と
ひ
ん
や
っ
こ
の
す
が
た
と
な
り
て
さ
は
か
れ
け
る
が
、
け
ふ
し
も
雪
ふ
り
物
さ
ひ
し
け
れ
ば
、

い
ざ
や
物
ま
ね
し
て

な
ぐ
さ
ま
ん
、
と
い
つ
も
の
こ
と
く
ど
う
し
ゅ
く
を
ま
ね
き
、

そ
れ
ノ
＼
の
役
わ
り
を
さ
だ
め
、

お
せ
う
も
ベ
に
〉
て
か
ほ
そ
め
、

か
づ
ら

か
け
て
さ
は
か
れ
し
に
、
折
し
も
わ
う
生
人
を
か
き
入
て
、
と
む
ら
ひ
の
せ
し
や
仏
を
く
口
ん
へ
か
き
入
け
る
。
ど
う
し
ゅ
く
お
と
ろ
き
、

い
そ
き
お
せ
う
ま
へ
〉
行
、

あ
れ
／
＼
と
む
ら
い
衆
か
ま
い
り
ま
す
、
と
い
〉
け
れ
ば
、

そ
ん
ぢ
ゃ
う
そ
の
方
よ
り
仏
、
が
ま
い
り
ま
し
た
。

お
せ
う
ぬ
か
ら
ん
か
ほ
て
、
な
ん
じ
ゃ
と
む
ら
い
か
き
た
、

よ
い
ノ
＼
、
と
む
ら
い
ど
も
こ
う
ま
い
れ
ノ
＼
、
と
い
ふ
て
お
く
へ
に
げ
ら
れ

し
も
、

よ
き
し
ば
ゐ
の
と
う
は
に
て
お
か
し
。

四

女
郎
わ
づ
ら
ひ
の
事

A
よ
し
原
に
何
丁
何
や
の
女
郎
に
よ
し
き
よ
と
い
ふ
て
、

は
や
り
で
の
女
郎
あ
り
し
が
、

よ
か
ぜ
に
で
も
ひ
き
な
ん
か
、
う
ち
ふ
し
み
せ
を

- 15ー



引
け
る
。

い
し
ゃ
を
よ
ひ
ょ
せ
け
る
に
、
程
な
ふ
い
し
ゃ
来
り
て
、

み
や
く
を
と
り
で
何
共
心
得
が
た
く
、

な
ん
と
し

ふ
う
ふ
お
ど
ろ
き
、

給
へ
は
ま
い
る
か
、
と
と
ふ
。
女
郎
こ
た
へ
、

へ
つ
し
て
し
よ
く
も
か
は
り
候
事
御
ざ
な
く
、
と
こ
た
へ
け
り
。

お
な
か
の
心
も
ち
い
か
ゾ

と
き
〉
け
れ
ば
、

は
ら
も
つ
ね
の
と
を
り
、
と
こ
た
へ
り
。

し
か
ら
は
つ
は
ひ
へ
ま
す
か
、
と
い
〉
け
れ
ば
、
女
郎
ぬ
か
ら
ぬ
か
ほ
に
て
、

き
や
く
衆
は
何
共
い
わ
れ
ま
せ
ぬ
、
と
い
ふ
た
も
い
き
す
き
て
お
か
し
。
（
三
ウ
）

玉

し
ん
た
く
の
ば
け
も
の
〉
事

企
さ
る
人
し
ん
た
く
へ
う
つ
ら
れ
け
る
に
、
と
も
立
い
へ
み
に
来
り
て
、
是
は
ま
た
か
べ
も
ひ
ぬ
と
口
口
問
あ
ま
し
け
成
は
、
し
つ
を
ひ
き

こ
み
め
さ
る
な
。
そ
う
じ
つ
を
は
や
ふ
た
き
給
へ
、
と
い
〉
け
れ
は
、
口
も
さ
こ
そ
と
思
ひ
、
そ
う
じ
っ
と
〉
の
へ
た
り
。

い
ざ
た
か
ん
、

と
て
ひ
た
物
た
き
け
る
が
、

ふ
し
き
や
け
ふ
り
の
中
よ
り
さ
も
す
さ
ま
し
き
大
入
道
あ
ら
は
れ
た
り
。
両
人
さ
は
か
す
こ
へ
を
か
け
、
何
物

な
る
そ
、
と
と
い
け
れ
ば
、
我
は
ゑ
ん
の
下
の
し
つ
け
だ
、
と
い
ふ
。
し
つ
け
か
な
せ
で
た
。
そ
う
じ
っ
た
は
ん
の
し
よ
も
ふ
、
と
い
ふ
た

も
お
か
し
。

__,_ 
／、

町
だ
い
名
主
を
い
〉
こ
む
る
事

企
さ
る
う
つ
け
な
る
名
主
あ
り
け
る
が
、
遠
所
よ
り
ひ
た
し
き
衆
二
三
人
も
よ
ふ
し
て
、

よ
は
な
し
に
い
か
れ
け
る
か
、
名
主
も
内
に
い
や

は
せ
は
な
し
け
る
が
、

中
に
年
寄
た
る
人
い
〉
け
る
は
、

そ
れ
ゆ
へ
ゐ
み
や
う

た
で
と
い
ふ
物
は
か
ら
き
を
も
っ
て
し
ゃ
う
く
わ
ん
す
。
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を
、
り
か
う
そ
う
と
い
ふ
も
事
は
り
。
何
れ
り
こ
う
に
な
る
物
也
。

ま
た
め
う
が
を
ふ
か
く
く
へ
ば
、
ば
か
に
な
る
物
也
。
そ
れ
ゆ
へ
め
う

が
の
い
み
や
う
を
、
ど
ご
ん
さ
う
と
な
付
る
も
こ
と
は
り
、
と
い
ろ
ノ
＼
取
ま
き
れ
た
る
は
な
し
な
と
し
て
帰
り
け
る
。
あ
と
に
て
か
の
名

主
、
是
は
よ
き
事
を
き
〉
た
り
。
我
も
人
へ
の
お
し
へ
の
た
め
成
は
た
め
し
て
み
ん
、
と
た
で
を
（
四
オ
）
取
ょ
せ
、

ひ
た
物
に
く
い
て
、
も

は
や
り
か
う
に
な
り
つ
ら
ん
と
し
は
ら
く
か
ん
が
へ
み
れ
共
、
さ
ら
に
り
か
う
も
出
ね
ば
、
ま
た
め
う
か
を
取
ょ
せ
、

ひ
た
物
く
い
で
し
ば

ら
く
と
、
ゃ
う
だ
い
を
か
ん
か
へ
、
是
も
ば
か
に
も
な
ら
す
。
何
れ
皆
い
つ
わ
り
也
、
と
い
そ
き
て
う
代
を
よ
ひ
、
町
中
し
は
ひ
の
内
一
切

た
で
と
め
う
が
く
ふ
へ
か
ら
す
、
と
ふ
れ
ら
る
へ
し
い
〉
け
れ
ば
、
町
た
い
問
、
是
は
い
か
様
成
事
や
、
と
申
せ
は
、
去
れ
ば
そ
の
こ
と
、

た
で
を
く
へ
は
り
か
う
に
な
る
と
申
す
。

又
め
う
が
を
く
へ
は
ば
か
に
成
よ
し
云
っ
た
ふ
る
よ
し
、
我
た
で
も
め
う
が
も
く
い
く
ら
へ
け
れ

ど
、
り
か
う
に
も
ば
か
に
も
な
ら
す
。

そ
れ
ゆ
へ
し
は
ひ
へ
ふ
れ
ら
れ
よ
、
と
申
せ
は
て
う
だ
い
聞
て
、
拐
は
お
ま
へ
も
め
う
が
の
ほ
う
が

- 17ー

ま
は
り
ま
し
た
、
と
い
ふ
た
。

七

住
持
初
夢
を
う
ら
な
は
せ
け
る
事

ぢ
う
じ

企
あ
る
浄
土
寺
の
住
持
初
夢
を
み
け
る
。
あ
ま
り
心
が
〉
り
と
て
、
し
た
し
き
上
手
の
う
〔
ら
〕
な
い
し
ゃ
を
よ
ひ
、
夢
の
や
う
た
い
か
た
り

け
る
。

ま
づ
大
き
な
る
さ
る
五
つ
に
、
う
へ
に
て
ぬ
く
ひ
の
か
け
有
夢
を
み
た
る
よ
し
、
と
申
せ
は
、
さ
ん
を
き
し
は
ら
く
か
ん
が
へ
、
吉

さ
う
成
夢
に
て
候
。
然
し
手
ぬ
く
ひ
心
か
〉
り
成
か
、

そ
れ
共
随
分
と
心
い
わ
ひ
し
ゅ
へ
、
と
い
ふ
て
さ
ん
お
き
は
帰
り
ぬ
。

そ
の
夜
、
寺

の
一
旦
那
方
よ
り
使
来
り
門
を
た
〉
き
け
る
。
ぢ
う
し
立
出
し
さ
い
を
聞
ば
、
主
人
相
は
て
申
候
。
然
し
ゅ
い
ご
ん
ニ
て
御
座
候
在
。
と
ふ

ら
の
義
は
法
花
寺
に
て
任
。
貴
僧
様
に
は
御
く
や
う
な
さ
れ
下
さ
る
へ
し
と
御
し
ら
（
四
ウ
）
せ
の
た
め
参
候
、
と
使
は
や
か
て
帰
り
け
り
。



住
持
に
か
ノ
＼
敷
も
、
大
事
の
一
旦
那
を
た
口
口
口
口
口
是
は
正
し
く
夕
へ
み
し
夢
は
ま
さ
ゆ
め
に
は
あ
ら
ず
、
と
腹
立
な
か
ら
さ
ん
を
き

を
よ
ひ
ょ
せ
、
大
き
に
し
か
り
て
、
夢
は
い
か
様
に
は
ん
じ
給
ふ
や
。
き
っ
そ
う
と
の
給
ふ
か
、
吉
そ
う
に
あ
ら
す
、
と
右
の
あ
ら
ま
し
か

た
り
け
れ
は
、

さ
れ
ば
こ
そ
、

て
ぬ
ぐ
い
が
き
が
〉
り
候
と
申
た
は
此
事
、

五
つ
の
さ
る
は
き
っ
そ
う
ニ
て
候
と
申
事
は
こ
さ
る
と
み
せ

て
、
ほ
う
か
ぶ
り
と
申
て
ぬ
く
ひ
か
き
に
か
〉
り
ま
し
た
、
と
い
ふ
た
。

｝＼ 

か
こ
か
き
の
子
と
は
ず
か
た
り
の
事

企
さ
る
所
に
絵
か
き
有
け
る
に
、
や
し
き
方
の
あ
つ
ら
い
と
し
、
し
く
ひ
や
う
ふ
に
ふ
し
さ
ん
を
か
き
け
る
。
中
ノ
＼
一
き
は
出
来
け
れ
ば
、

し
ば
し
な
か
め
い
た
り
け
る
所
に
、
子
共
二
三
人
来
り
、
か
の
ひ
や
う
ふ
の
ふ
し
を
と
も
／
＼
な
か
め
て
い
ふ
。
此
は
な
ん
と
よ
ふ
て
き
た

な
、
と
い
へ
ば
、

お
ら
が
と
〉
様
の
い
わ
し
ゃ
る
は
、
山
と
い
ふ
物
は
か
き
に
く
き
物
と
い
は
し
っ
た
。
絵
師

一
人
の
子
共
い
〉
け
る
は
、

是
を
聞
て
、

そ
な
た
の
と
つ
様
も
ゑ
か
き
か
、
と
と
ふ
。

か
ご
を
か
〉
っ
し
ゃ
る
が
、

そ
う
た
い
山
さ
か
は
か
き
に
く
き
物
た
と
い

い
や
、

わ
し
や
た
、
と
い
ふ
た
も
お
か
し
。

九

か
け
絵
を
う
り
そ
こ
な
ふ
て
い
主
が
こ
し
ゃ
く
の
事

企
さ
る
所
に
、
小
道
具
や
の
み
せ
に
人
丸
の
か
け
絵
有
け
る
か
、

そ
の
所
を
れ
き
／
＼
の
侍
（
五
オ
）
通
り
か
〉
り
、

か
の
さ
ふ
ら
い
衆
立
よ

り
、
人
丸
の
絵
像
打
な
が
め
ね
だ
ん
を
と
は
れ
け
れ
は
、
折
節
て
い
主
留
守
ニ
て
、
女
房
立
出
あ
い
さ
つ
し
、
ね
だ
ん
五
両
と
申
せ
は
、
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両
に
付
ら
れ
け
る
。
女
房
心
の
内
に
て
ね
う
り
致
た
、
と
ま
け
に
け
り
。
侍
い
わ
れ
け
る
は
、
今
日
は
金
子
も
ち
あ
は
せ
す
。

ま
づ
手
付
を

壱
両
を
く
程
に
、
明
日
残
り
を
渡
さ
ん
、
と
金
子
を
渡
し
て
人
丸
の
ゑ
を
つ
く
／
＼
と
み
、
掠
も
上
手
に
か
き
た
り
。
然
し
口
も
と
が
あ
く
。

是
て
も
よ
い
、
と
い
ふ
て
帰
り
け
り
。
程
な
ふ
て
い
主
帰
れ
ば
、
女
房
よ
ろ
こ
ひ
、
是
の
ふ
人
丸
の
絵
を
け
ふ
侍
衆
に
五
両
と
い
ふ
た
れ
は
、

四
両
ニ
付
手
つ
け
壱
両
を
き
、
あ
す
取
に
参
る
は
つ
。
然
し
口
も
と
が
よ
け
れ
は
、
と
申
さ
れ
し
が
、

口
も
と
か
よ
く
は
ま
っ
と
出
し
ま
せ

う
か
。

口
も
と
を
な
を
し
給
へ
、
と
い
ふ
。

て
い
L

玉
、
心
へ
、

ほ
ん
に
口
も
と
か
わ
る
い
、
と
ふ
で
を
も
っ
て
な
を
し
け
る
。
程
な
く
侍
来
り

て
、
人
丸
の
絵
を
渡
さ
れ
よ
、
と
い
へ
は
、
て
い
主
立
出
、
い
や
人
丸
の
ゑ
は
女
共
か
そ
こ
つ
い
た
し
ま
し
た
。
五
両
よ
り
ま
け
御
さ
な
く
、

と
申
せ
は
、
侍
も
ぜ
ひ
な
く
五
両
に
か
い
取
、

か
け
ゑ
を
み
て
、
是
は
ち
か
ふ
た
、
と
い
ふ
。

い
や
ち
が
い
わ
仕
ら
ず
、
と
申
せ
は
、
さ
れ

ば
其
事
、
此
人
丸
は
わ
か
の
道
の
御
神
。
其
方
再
の
心
は
し
り
め
さ
れ
つ
ら
ん
。

ほ
の
／
＼
と
あ
か
し
の
浦
の
朝
き
り
に
嶋
か
く
れ
行
舟
を
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し
ぞ
思
ふ
、
と
口
を
ふ
さ
き
給
ふ
に
、
此
人
丸
は
、
あ
か
し
の
う
ら
の
朝
き
り
に
嶋
か
く
れ
行
ふ
ね
お
し
そ
お
も
は
ん
、
と
口
を
あ
か
れ
た

は
何
の
や
く
に
た
〉
ん
、
と
い
ふ
て
帰
ら
れ
け
る
も
お
か
し
。
（
五
ウ
）

十

し
ゃ
う
ぎ
す
き
な
き
ゃ
く
の
事

企
有
所
に
な
し
み
の
客
有
け
る
。
打
た
へ
び
ん
ぎ
な
か
り
け
れ
ば
、
女
郎
も
ひ
た
物
此
客
の
方
へ
ふ
み
や
れ
共
、
た
よ
り
な
け
れ
ば
、
女
郎

も
き
の
と
く
に
思
ひ
、
っ
か
ひ
の
物
を
よ
ひ
い
さ
い
を
聞
ば
、
た
〉
せ
う
き
を
さ
し
て
御
座
候
ゆ
へ
、
い
く
と
参
り
侯
へ
で
も
返
事
参
ら
す
。

た
J
j

せ
う
ぎ
か
お
す
き
て
ご
さ
候
、
と
申
せ
ば
、
ぎ
う
立
出
、
あ
な
た
は
せ
う
ぎ
の
お
す
き
は
し
れ
た
事
、
と
い
へ
ば
女
郎
問
、

ク
戸
」
戸
品
－
F

－
ミ

Z
、P
7
ナ
J

，刀

ど
う
し
て
し
る
物
だ
。
若
い
も
の
聞
は
て
、
し
れ
た
事
、
あ
な
た
か
お
出
な
さ
れ
て
つ
い
に
二
分
っ
か
し
っ
た
事
が
な
い
。

一
分
ば
か
り
つ



か
し
や
り
ま
す
。
二
分
は
お
き
ら
い
た
、
と
い
ふ
た
。

十

ろ
う
人
米
か
し
へ
行
食
を
く
ふ
事

A
さ
る
ま
づ
し
き
ろ
う
人
、
さ
か
い
町
を
け
ん
物
し
て
帰
り
け
る
が
、
殊
外
ひ
た
る
に
な
り
し
か
ば
、

い
せ
町
へ
か
〉
り
、
さ
る
や
し
き
よ

り
は
ん
ま
い
も
と
め
た
き
、
と
申
せ
は
、
手
代
立
出
さ
ま
ノ
＼
米
ざ
し
に
て
米
を
さ
し
お
は
り
、

み
の
と
て
い
く
ら
も
さ
し
て
出
す
。
ろ
う

人
ひ
だ
る
さ
あ
ま
り
、

ひ
た
物
か
み
て
、

て
た
い
き
〉
、
せ
っ
し
ゃ
共
大
ぜ

な
ん
と
是
口
ふ
へ
る
が
め
し
の
あ
ち
は
ひ
い
か
に
、
と
と
ふ
。

ひ
く
ら
し
候
ゆ
へ
、
朝
夕
こ
の
こ
め
を
く
た
さ
れ
候
か
、
大
ふ
ん
ふ
へ
、
事
に
か
つ
て
に
用
ひ
、

へ
り
申
さ
す
。
こ
ら
ん
の
通
り
、
あ
の
よ

う
に
め
し
に
た
き
候
、
と
申
付
は
、

ろ
う
人
ぬ
か
ら
ぬ
か
ほ
に
て
、

な
ん
と
そ
の
め
し
も
き
い
て
み
た
い
、
と
い
ふ
た
。
（
六
オ
）

十

ち
り
か
み
ひ
ろ
い
が
と
う
わ
の
事

企
さ
る
所
の
よ
そ
に
わ
か
き
男
四
五
人
よ
り
合
、
は
な
し
な
ど
し
遊
ひ
け
る
所
へ
、
ち
り
が
み
ひ
ろ
ひ
来
る
を
み
て
、
中
に
せ
ん
し
や
う
な

る
男
云
け
る
は
、

そ
ち
ら
も
か
わ
っ
た
成
に
な
っ
た
。
こ
と
に
ち
り
か
み
も
そ
の
や
う
な
あ
み
に
い
れ
て
は
、
ち
り
が
み
も
ぬ
け
お
ち
て
た

ま
り
が
あ
る
ま
い
、
と
い
へ
は
ひ
に
ん
こ
た
へ
て
、

お
ふ
せ
の
こ
と
く
、
是
も
せ
う
じ
ん
の
た
と
へ
の
こ
と
く
、
あ
み
の
め
に
も
か
み
と
ま

る
と
申
ま
す
る
、
と
い
ふ
た
も
お
か
し
。
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十

中
嶋
勘
左
衛
門
ぢ
ご
く
に
て
あ
く
事

企
こ
〉
に
中
嶋
勘
左
衛
門
あ
い
は
て
、
ち
こ
く
へ
来
る
。

な
ん
ぢ
し
ゃ
ば
に
有
し
そ
の
時
、
き
ゃ
う

ゑ
ん
ま
御
ら
ん
し
、
ぜ
ん
ざ
い
ノ
＼
、

け
ん
き
き
よ
と
は
申
せ
共
、
大
あ
く
人
の
や
く
め
ゆ
へ
、
今
八
大
ぢ
ご
く
へ
っ
か
は
す
也
、
と
仰
有
。
勘
左
衛
門
は
っ
と
か
う
へ
を
地
に
付
、

仰
御
尤
に
存
候
へ
共
、
拙
者
か
た
き
役
を
つ
と
め
し
事
、

し
つ
あ
く
事
つ
と
め
し
候
へ
は
、

い
そ
ぎ
ご
く
ら
く
へ
御

そ
の
昔
の
き
を
ね
は
、

遣
し
下
さ
れ
か
し
、
と
申
上
る
。
大
王
げ
き
り
ん
ま
し
ノ
＼
、
お
ろ
か
や
い
つ
わ
る
ま
し
、

ま
こ
と
を
て
ら
す
し
ゃ
う
は
り
の
か
〉
み
を
み

よ
、
と
の
給
へ
は
、
勘
左
衛
円
や
か
で
か
〉
み
に
む
か
へ
ば
、
ふ
し
き
や
め
ん
し
よ
く
か
わ
っ
て
す
さ
ま
し
く
、
色
あ
か
く
ま
な
こ
付
ま
て

お
そ
ろ
し
く
有
し
に
、
ち
か
は
ぬ
か
た
き
や
く
。
勘
左
衛
門
（
六
ウ
）
も
は
っ
と
お
と
ろ
き
、
さ
し
う
つ
む
き
て
い
た
り
け
る
。

ゑ
ん
ま
を
は

し
ゅ
お
に
共
こ
へ
ノ
ヘ
に
、

い
や
口
口
さ
あ
、

の
か
れ
は
有
ま
い
。
あ
ら
そ
ふ
や
と
つ
め
か
く
る
。
勘
左
衛
門
、
今
は
是
迄
、
と
つ
つ
立
あ

か
り
、
さ
し
ゃ
あ
、
あ
ら
は
れ
た
よ
な
あ
、

ゑ
ん
ま
と
も
に
、
う
っ
て
と
れ
、
と
い
ふ
た
も
お
か
し
。

十
四

し
わ
き
家
持
の
事

企
さ
る
所
に
家
も
ち
有
け
る
が
、
方
ノ
＼
よ
り
店
を
か
り
に
来
り
け
れ
共
か
さ
す
。
小
間
物
や
よ
り
、
店
か
り
申
度
よ
し
申
は
、
其
元
に
は

京
よ
り
お
く
り
荷
参
る
か
、
と
と
ふ
。

い
や
そ
れ
成
は
荷
つ
め
の
わ
ら
の
こ
も
て
店
む
さ
く
侯
ゆ
へ
、
成
申
さ
す
候
也
。
又

な
る
程
参
候
。

こ
め
や
来
り
て
、
店
か
り
た
き
よ
し
い
〉
け
れ
ば
、
そ
こ
も
と
の
は
朝
晩
共
に
か
ら
う
す
の
お
と
に
て
、
い
へ
そ
ん
し
申
候
様
に
思
は
る
〉
、
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と
て
是
に
も
か
さ
す
。

そ
の
〉
ち
井
戸
ほ
り
と
て
店
を
か
り
に
き
た
り
け
れ
は
、
小
間
物
や
こ
め
や
に
さ
へ
借
シ
申
さ
す
。

ま
し
て
井
戸
ほ

り
と
聞
甲
て
は
な
を
な
り
申
さ
す
候
。
こ
と
に
地
行
な
と
た
ま
り
申
こ
と
で
は
ご
ざ
ら
す
、
と
申
せ
ば
、
井
戸
掘
問
、

い
ゑ
ノ
＼
左
様
に
て

は
御
さ
な
く
候
。

あ
つ
ら
へ
に
て
さ
き
様
へ
ま
い
り
て
ほ
り
申
候
ゆ
へ
、
地
行
に
は
す
こ
し
も
き
す
の
付
申
こ
と
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
ち

っ
と
も
御
き
っ
か
い
な
さ
れ
ま
す
な
、

と
申
せ
は
、

家
主
し
ば
ら
く
し
あ
ん
を
し
て
、

と
い
ふ
た

そ
ん
な
ら
で
き
あ
い
は
御
さ
ら
ぬ
か
、

（
七
オ
）
（
七
ウ
・
八
オ
挿
画
）
も
あ
ん
ま
り
ね
ん
か
い
っ
て
お
か
し
。

十
五

絵
師
の
と
ん
さ
く
口
の
事

企
さ
る
所
の
よ
そ
に
ゑ
か
き
有
け
る
が
、
び
ゃ
う
ぶ
を
か
き
け
る
。

七
人
し
ゃ
う
ん
＼
を
か
き
け
る
に
、

せ
ん
し
や
う
な
る
男
絵
師
に
と
ひ

け
る
は
、
し
ゃ
う
人
く
＼
と
申
て
是
は
ま
た
名
の
有
け
る
や
、
と
と
い
け
る
に
、
絵
師
こ
た
へ
て
比
七
人
の
じ
ゃ
う
ノ
＼
は
み
な
名
の
候
、

ん
し
ゃ
う
ん
〈
＼
、
地
し
ゃ
う
ル
＼
、
な
い
け
し
ゃ
う
ん
＼
、
六
こ
ん
じ
ゃ
う
ノ
＼
、
火
じ
ゃ
う
ノ
＼
、
水
し
ゃ
う
ノ
＼
と
い
〉
け
る
。
男
き

き
、
ま
だ
一
人
た
り
申
さ
す
、
と
い
へ
ば
、
跡
一
人
は
大
い
そ
の
と
ら
じ
ゃ
う
ノ
＼
と
い
ふ
た
。

十

仙
人
の
な
り
そ
く
な
い
の
事

企
あ
る
所
に
若
き
物
共
よ
り
合
、
何
れ
仙
人
と
い
ふ
は
、
し
ん
つ
う
を
ゑ
る
ゆ
へ
身
の
か
る
き
も
の
也
、
と
い
ふ
中
に
一
人
い
〉
け
る
は
、

あ
れ
は
す
を
の
む
ゆ
へ
身
か
か
る
ふ
候
、
と
い
〉
け
る
を
、
そ
の
な
か
に
う
つ
け
な
る
男
是
を
き
〉
、
さ
あ
ら
は
我
も
仙
人
と
な
る
へ
し
と
、 て
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て
う
ぼ
す
を
の
み
、
月
日
を
お
く
り
け
る
。
も
は
や
仙
人
に
も
成
つ
ら
ん
、
と
思
ひ
す
ま
し
、

よ
ふ
け
て
人
し
つ
ま
り
し
や
ふ
ん
、
や
ね
へ

上
り
身
つ
く
ろ
ひ
し
て
、
や
ね
て
と
ひ
は
ね
し
け
る
か
、
何
と
か
し
た
り
け
ん
へ
や
あ
い
へ
こ
け
を
つ
る
。
人
々
お
と
ろ
き
、
ゃ
れ
ぬ
す
人

打
こ
ろ
せ
、
と
立
さ
は
け
は
、
か
の
男
こ
へ
を
（
八
ウ
）
あ
げ
、
人
ミ
さ
は
き
給
ふ
な
よ
。
我
は
仙
人
の
す
だ
ち
じ
や
と
い
ふ
た
。

十
七

客
し
ぶ
か
き
を
く
ふ
事

A
さ
る
人
吉
原
へ
行
。
女
郎
を
み
た
て
上
り
け
る
。
女
郎
も
ざ
し
き
へ
来
り
、
さ
か
っ
き
な
ど
し
、

よ
そ
の
事
共
は
な
し
け
る
所
へ
、
わ
か

い
者
だ
い
に
か
き
を
つ
み
て
、
御
さ
み
し
く
御
さ
候
は
ん
。
ま
つ
お
な
く
さ
み
に
、
と
指
出
す
。
き
や
く
も
さ
あ
ら
ぬ
て
い
に
て
、
し
よ
く

わ
ひ
に
か
く
持
来
る
し
か
た
、
く
わ
ぬ
も
し
ょ
し
ん
と
、

か
き
を
取
て
か
は
を
む
き
く
い
け
る
が
、

し
ふ
き
ゅ
へ
下
に
お
き
、

ま
た
よ
の
を

取
。
む
け
共
ノ
＼
し
ふ
き
ゅ
へ
、

せ
ん
方
な
ふ
み
へ
に
け
る
。
女
郎
も
き
の
と
く
が
り
下
へ
を
り
、
若
い
も
の
を
よ
び
さ
ん
／
＼
に
し
か
り

け
る
。

い
や
か
き
の
し
ふ
き
事
存
申
さ
す
。

お
ま
へ
の
め
い
わ
く
は
ご
ざ
り
ま
す
ま
い
、
と
い
へ
ば
、
さ
れ
は
の
ふ
、
あ
の
客
衆
な
し
み
の

客
成
は
く
る
し
か
ら
ぬ
事
、
こ
と
に
し
よ
く
は
ひ
の
客
あ
の
か
き
を
く
わ
れ
た
る
、
さ
だ
め
で
う
ら
が
と
を
か
ら
ん
と
思
ひ
て
き
の
と
く
、

と
い
ふ
た
も
い
き
す
き
て
お
か
し
。

十
｝＼ 

」
は
い
ろ
っ
か
ひ
あ
や
ま
る
事

企
さ
む
ら
い
四
五
人
吉
原
帰
り
と
お
ぼ
し
く
、

よ
き
き
け
ん
に
ま
か
せ
か
へ
り
け
る
が
、
あ
と
よ
り
も
こ
へ
を
か
け
、
ま
て
ノ
＼
お
や
の
か
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た
き
や
ら
ぬ
、
と
い
ふ
。
も
と
よ
り
さ
む
ら
い
成
は
立
も
と
り
、
身
に
覚
へ
な
け
れ
共
、
や
ら
ぬ
と
い
は
れ
て
ひ
き
は
せ
ぬ
、
と
い
ふ
。
く

た
ん
の
男
、
ま
つ
ひ
ら
そ
さ
う
申
ま
し
た
。

わ
た
（
九
オ
）
く
し
は
こ
は
い
ろ
っ
か
い
で
ご
ざ
り
ま
す
、
と
い
ふ
た
も
を
か
し
。

十
九

お
〉
し
う
ど
ん
を
あ
つ
ら
へ
に
来
る
事

企
さ
る
所
に
、

お
〉
し
う
ど
ん
を
あ
つ
ら
へ
に
来
り
け
る
。
た
う
じ
心
へ
、
さ
ま
ノ
＼
し
か
た
に
て
う
け
取
、
お
ふ
し
は
帰
り
け
る
か
、
ま

た
立
か
へ
り
て
た
う
じ
を
ま
ね
き
、
し
り
を
た
〉
い
て
み
せ
る
。

か
つ
き
も
た
う
じ
も
う
な
付
は
、
お
〉
し
は
い
そ
ぎ
行
に
け
る
。
跡
に
て

か
っ
き
た
う
じ
に
む
か
ふ
て
、

と
ふ
き
〉
給
ふ
ぞ
。

あ
れ
は
せ
う
し
ん
し
る
と
い
ふ
こ

今
の
お
〉
じ
か
し
り
を
た
〉
い
た
は
、

た
う
じ
、

と
、
い
へ
ば
、
か
っ
さ
か
し
ら
を
ふ
り
、
ち
、
が
ふ
た
事
な
り
。
あ
の
し
り
を
た
〉
い
た
は
、
う
ら
よ
り
も
っ
て
こ
う
と
い
ふ
事
、
と
い
ふ
た

も
お
か
し
。

二
十

絵
馬
の
に
は
烏
と
き
を
つ
く
る
事

企
京
の
明
神
の
神
前
へ
、
に
は
烏
の
絵
馬
を
か
き
て
上
け
る
が
、
ふ
し
き
や
夜
の
内
の
事
口
め
ん
鳥
の
絵
ぬ
け
、
と
び
行
け
る
。
さ
ん
け
い

の
人
／
＼
き
も
を
け
し
、
ま
こ
と
に
か
の
筆
な
る
べ
し
、
と
皆
々
そ
の
ゑ
の
跡
ば
か
り
を
な
が
め
い
て
い
〉
け
る
は
、
比
お
ん
鳥
は
女
房
な

く
し
て
い
る
は
ぶ
て
う
ほ
う
な
烏
か
な
、
と
ふ
事
な
ら
ず
は
と
き
な
り
と
つ
く
る
べ
し
、
と
口
ミ
に
い
は
れ
、
比
鳥
ふ
し
き
や
は
ゾ
た
き
し

て
、
と
こ
へ
い
か
ふ
、
と
な
い
た
も
お
か
し
。
（
九
ウ
）
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二
十

ね
ご
と
に
お
と
ろ
く
ぬ
す
人
の
事

企
さ
る
所
の
あ
き
な
い
や
に
い
な
か
物
を
お
か
れ
け
る
が
、
此
い
な
か
物
の
ね
ご
と
に
、
ふ
て
ノ
＼
、
と
い
ふ
。
ね
ご
と
を
い
〉
け
れ
ば
、
て

い
主
こ
れ
を
問
、
ね
ご
と
と
は
い
〉
な
が
ら
や
う
じ
ん
の
よ
き
ね
ご
と
か
な
。
ば
ん
よ
り
み
せ
の
戸
き
は
へ
ね
さ
せ
よ
、
と
ね
さ
せ
け
る
。

ね
る
よ
り
も
は
や
、

ふ
で
ノ
＼
、
と
ね
こ
と
を
い
〉
し
が
、
折
節
ぬ
す
人
い
り
て
や
ざ
い
を
ぬ
す
み
し
が
、
ふ
て
ノ
＼
に
を
ど
ろ
き
、
に
け

行
け
る
。

て
い
主
悦
び
い
よ
ノ
＼
戸
じ
り
に
ふ
さ
せ
け
る
。
比
事
ぬ
す
人
間
付
、

い
ざ
や
ぬ
す
み
に
ゆ
か
ん
、
と
四
五
人
も
よ
を
し
、
戸
を

ゃ
ぶ
り
入
に
け
り
。
是
に
も
か
ま
は
す
、

ふ
て
ノ
＼
、
と
い
〉
け
れ
ば
、
ぬ
す
人
き
み
わ
る
か
り
、
し
ょ
せ
ん
き
が
〉
り
と
て
手
ぬ
ぐ
ひ
を

口
へ
を
し
こ
め
ば
、

ね
こ
と
や
み
に
け
り
。
ぬ
す
人
心
や
す
し
と
て
、
我
が
ち
に
諸
道
ぐ
い
る
い
を
取
出
ん
と
思
ひ
し
が
、
し
ょ
せ
ん
比
て

ぬ
ぐ
い
を
ぬ
か
す
は
、

い
き
か
つ
ま
ら
ん
。

ぬ
か
は
や
、
と
思
ひ
で
て
ぬ
ぐ
い
を
ぬ
き
け
れ
ば
、
よ
ひ
よ
り
た
ま
り
し
ふ
て
ノ
＼
か
一
と
き

に
、
ふ
て
ノ
ヘ
ノ
＼
ノ
＼
ノ
＼
ノ
＼
ノ
＼
、
と
い
ふ
た
。

二
十
二

ぬ
す
人
を
な
を
す
い
し
ゃ
の
事

企
さ
る
所
に
娘
持
け
る
が
、

つ
れ
あ
ひ
し
男
よ
な
ノ
＼
出
て
は
、
あ
く
る
日
帰
り
け
り
。
比
女
房
か
し
こ
き
者
に

よ
方
へ
ゑ
ん
に
付
け
る
。

て
此
事
他
へ
も
れ
、
う
き
め
に
あ
ふ
も
き
の
と
く
、
ま
た
い
と
ま
を
取
と
い
ふ
と
て
、

一
夜
そ
ひ
た
る
男
の
悪
名
の
付
、
き
の
と
く
。
し
ょ

せ
ん
ぬ
す
人
の
な
を
る
薬
も
有
べ
し
。

い
（
十
オ
）
さ
や
い
し
や
ど
の
へ
参
り
て
薬
を
も
ら
は
ん
、
と
い
し
ゃ
の
方
へ
行
て
か
く
と
か
た
る
。
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此
い
し
ゃ
も
し
は
ら
く
く
ふ
う
し
て
、
く
す
り
を
あ
わ
せ
、
女
房
に
渡
す
。
女
房
悦
ひ
や
が
て
薬
を
せ
ん
し
、
た
て
付
ノ
＼
の
ま
せ
け
る
。

か
く
と
は
し
ら
て
、

お
っ
と
は
ひ
た
物
の
み
て
出
け
る
が
、
夜
中
し
ふ
ん
に
帰
り
、
こ
こ
と
を
い
〉
て
ね
い
り
け
る
。
女
房
も
殊
外
薬
が
ま

は
り
た
り
と
て
悦
ひ
、
立
つ
け
／
＼
の
ま
せ
け
れ
ば
、
後
に
は
出
る
事
を
は
す
れ
け
り
。
女
房
う
れ
し
く
い
そ
き
い
し
ゃ
殿
へ
れ
い
に
行
。

右
の
よ
し
か
た
り
、
掠
あ
の
ぬ
す
人
の
な
を
り
候
薬
は
い
か
ゃ
う
の
御
薬
、
と
と
い
け
れ
ば
、
さ
れ
ば
薬
と
て
外
に
な
し
。
あ
れ
わ
せ
き
の

出
る
薬
な
り
。

ぬ
す
人
と
い
ふ
物
は
い
き
を
こ
め
て
し
の
ふ
物
成
に
、

せ
き
を
せ
く
故
ぬ
す
み
に
は
い
ら
れ
ぬ
、
と
い
ふ
た
。

二
十
三

い
な
か
物
お
に
の
す
い
物
出
す
事

＆
さ
る
人
い
な
か
物
を
お
か
れ
け
る
が
、

有
と
き
客
二
三
人
有
け
る
に
、

お
ご
を
こ
わ
く
し
て
す
い
物
せ
よ
、

て
い
主
い
〉
け
る
は
、

い
〉
付
け
る
に
い
な
か
物
、
承
は
り
候
、
と
み
そ
を
す
り
て
お
に
を
こ
は
く
つ
く
ら
ん
と
て
、
う
ど
ん
の
こ
に
て
お
に
を
つ
く
り
て
、
や
か

て
さ
し
き
へ
出
し
け
る
。

ふ
た
を
取
み
れ
ば
、
さ
も
す
さ
ま
し
き
お
に
の
か
た
ち
、
人
と
お
ど
ろ
き
、
是
は
め
づ
ら

て
い
主
も
き
や
く
も
、

し
き
す
い
も
の
、
と
申
。

そ
ち
は
何
と
聞
た
、
と
い
へ
は
、
私
は
お
に
を
こ
わ
く
し
て
出
せ
と
お
っ
し
ゃ
り

て
い
主
も
あ
き
れ
男
を
よ
ひ
、

候
ゆ
へ
、
随
分
お
そ
ろ
し
く
致
シ
候
、
と
申
せ
は
、

み
れ
ば
あ
な
た
方
の
お
に
は
て
が
有
が
、
此
方
の
鬼
に
て
の
な
い
（
十
ウ
）

て
い
主
問
、

は
と
ふ
し
た
事
じ
ゃ
。
さ
れ
ば
、

そ
の
き
で
ご
ざ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
は
と
ら
く
ま
、
石
く
ま
、
か
な
く
ま
と
う
し
、
お
ま
ゑ
の
は
い
ば
ら

き
ど
う
し
。

い
ふ
て
っ
き
へ
立
、
大
き
な
る
は
ち
に
大
お
に
を
の
せ
も
ち
出
、
何
れ
も
口
口
が
し
ゅ
天
ど
う
じ
で
こ
ざ
り
ま
す
。
皆
様
是
を

さ
か
な
に
、

一
は
し
つ
〉
た
い
ら
げ
あ
そ
は
せ
、
と
い
ふ
た
は
、

い
な
か
物
に
は
よ
き
さ
い
か
く
と
い
わ
れ
た
。

と
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十
四

ば
く
ち
う
ち
ほ
う
も
ん
の
事

企
有
所
に
は
く
ち
打
有
け
る
が
、
き
つ
ふ
打
ま
け
旦
那
寺
へ
行
、
し
ゆ
っ
け
と
也
。
時
と
は
っ
ち
に
出
け
る
が
、
何
が
ば
く
ち
の
て
め
を
お

ぼ
へ
、

よ
の
弟
子
よ
り
は
米
を
も
か
は
ら
け
一
つ
入
る
〉
を
、
き
や
つ
は
二
度
に
三
つ
四
つ
入
る
ゆ
へ
、
た
く
は
つ
も
大
分
取
入
る
故
、
住

持
も
殊
の
外
き
に
入
け
る
。
有
時
ひ
か
ん
に
也
け
る
。

住
持
に
向
ひ
、

だ
ん
ぎ
を
と
き
給
へ
、

と
申
せ
は
住
持
、

我
は
口
ぶ
で
う
ほ
う
成

故
、
だ
ん
ぎ
を
と
か
す
、
と
い
わ
る
れ
ば
、
然
ら
ば
私
と
き
申
さ
ん
、
と
い
ふ
て
か
う
さ
に
上
り
、

だ
ん
ぎ
と
き
け
る
に
、
さ
ん
け
い
お
ひ

た
〉
し
く
参
り
有
。
さ
ん
け
い
の
内
に
玉
十
あ
ま
り
の
お
や
ち
、

お
せ
う
を
み
て
く
つ
ノ
＼
わ
ら
ひ
け
る
。
お
せ
う
も
に
こ
ノ
＼
わ
ら
ひ
な

る
ふ
ぢ
も
ん
の
事
、

き
ん
せ
う
ぶ
だ
う
の
く
り
木
を
も
っ
て
是
を
さ
〉
げ
、

と
ほ
っ
す
右
心
ざ
す
所
あ
ね
よ
め
な
は
き
為
（
十
一
オ
）
（
十
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が
ら
と
か
れ
け
る
。
中
に
も
八
百
や
よ
り
ふ
ぢ
も
ん
上
り
け
れ
ば
、
も
と
や
を
や
成
ば
、
あ
を
物
に
て
ふ
ぢ
を
作
り
て
よ
み
上
る
。
あ
げ
奉

ウ
・
十
二
オ
挿
画
）
也
。

い
っ
そ
の
こ
ろ
よ
り
、
う
ど
ほ
よ
り
風
の
わ
つ
ら
い
に
で
せ
り
た
て
、

ょ
う
ぜ
う
か
ん
ひ
や
う
つ
く
ノ
＼
し
と
い

へ士ハ、

そ
の
か
い
有
の
み
に
て
、
も
し
あ
〉
か
な
し
き
か
な
や
、
あ
さ
っ
き
が
た
に
吹
く
る
風
に
さ
そ
わ
れ
、

つ
い
に
き
う
り
を
は
な
れ
、

ず
い
き
の
泊
も
へ
出
る
。

わ
ら
び
時
に
ほ
う
っ
き
の
口
上
は
ん
の
日
は
六
で
う
の
ば
ん
ぐ
わ
ん
と
う
ふ
の
う
は
、

ふ
や
ま
っ
て
申
、
と
よ
み

を
さ
め
す
で
に
か
う
ざ
よ
り
お
り
ん
と
す
れ
ば
、
か
の
お
や
ぢ
さ
ん
け
い
の
中
よ
り
つ
つ
と
立
、
お
せ
う
し
は
ら
く
是
は
い
か
に
、
と
い
ふ

て
、
手
を
ひ
ろ
げ
み
せ
け
り
。
す
は
ほ
う
も
ん
、
と
参
り
の
衆
も
か
た
づ
を
の
ん
で
み
て
い
た
り
。

お
せ
う
さ
は
か
す
、

ゆ
び
を
二
ほ
ん
出

す
。
お
や
ぢ
手
を
に
き
り
み
す
れ
ば
、

お
せ
う
ゆ
ひ
み
つ
出
す
。

お
や
ぢ
か
ぶ
り
を
ふ
れ
ば
、
又
ゆ
び
四
ほ
ん
出
す
時
に
、

お
や
ち
十
ね
ん

を
う
け
〉
れ
ば
、
さ
ん
け
い
の
衆
が
っ
て
ん
ゆ
か
ね
ば
、
く
だ
ん
の
あ
ら
ま
し
を
住
持
に
聞
け
れ
ば
、
あ
れ
わ
ほ
う
も
ん
也
。

お
や
ぢ
が
て



を
ひ
ろ
げ
、
ご
せ
う
は
い
か
に
と
と
ふ
。

お
せ
う
こ
た
へ
て
、
二
ふ
つ
で
帰
る
と
こ
と
ふ
。

て
を
に
ぎ
り
、
其
よ
な
事
は
手
の
内
に
有
と
い

ふ
た
に
よ
り
、
三
そ
ん
の
み
だ
か
と
こ
と
ふ
。

四
ほ
ん
を
出
し
、
し
て
の
後
は
い
わ
れ
十
ね
ん
う
け

い
や
ノ
＼
と
か
ぶ
り
を
ふ
っ
た
ゆ
へ
、

た
と
は
な
さ
れ
、

皆
有
が
た
し
、

其
後
お
せ
う
に
聞
は
、

あ
れ
わ
も
と
ば
く
ち
の
ば
に
て
ぜ
に
五
百
文
借
り
有
、
今
は
し

と
帰
り
け
り
。

ん
し
よ
も
よ
か
ら
ん
と
思
ふ
て

い
ざ
や
其
銭
取
ら
ん
と
、

お
せ
う
し
ば
ら
く
五
百
の
ぜ
に
か
へ
さ
ぬ
か
、
と
い
ふ
て
手
を
ひ
ろ
げ
た
。
お

せ
う
口
二
百
で
か
ん
に
せ
よ
と
い
〉
け
る
故
、
お
や
ち
は
ら
を
立
、
と
ん
な
（
十
二
ウ
）
事
い
ふ
て
つ
ら
く
は
せ
る
ほ
と
い
わ
れ
、
そ
ん
な
ら

三
百
や
ら
ん
。

い
や
ノ
ヘ
ま
い
る
事
は
な
ら
ぬ
。
し
か
ら
は
四
百
口
口
口
か
ん
に
ん
せ
よ
と
ゆ
っ
れ
。
四
百
な
ら
は
か
ん
に
ん
し
よ
う
、
な

む
あ
み
だ
仏
、
と
十
ね
ん
う
け
た
、
と
い
ふ
た
。

二
十
五

蚊か
さ
か
も
り
す
る
事

A
さ
る
人
な
つ
の
事
な
る
に
、
き
や
く
大
ぜ
い
ふ
る
ま
ひ
け
る
が
、
こ
と
の
外
い
つ
も
と
ち
か
ひ
、
こ
ん
ば
ん
は
か
口
ご
ざ
な
き
、
と
申
せ

は
て
い
主
申
は
、
皆
ミ
の
御
ち
そ
ふ
、
私
が
さ
い
か
く
に
て
か
を
と
め
お
き
ま
し
た
。
何
れ
も
か
ベ
を
ご
ら
ん
ぜ
よ
、
と
申
に
、
皆
1
立
よ

り
か
べ
を
み
れ
ば
、
か
べ
に
酒
を
ふ
き
て
を
き
け
る
故
、
か
共
一
め
ん
に
か
べ
に
と
ま
り
い
る
。
そ
の
中
に
と
う
け
た
る
人
い
〉
け
る
は
、

な
ん
と
か
と
の
立
き
つ
い
よ
ひ
ゃ
う
か
な
、
ち
と
お
さ
へ
ま
せ
う
、
と
い
へ
ば
、
か
あ
い
さ
つ
に
は
是
に
お
さ
へ
ら
れ
て
い
つ
ふ
れ
ま
す
る
、

と
い
ふ
た
も
お
か
し
。
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十

大
名
衆
の
お
さ
へ
ぎ
う
に
す
む
事

企
さ
る
大
名
衆
の
お
さ
へ
し
く
じ
り
、
吉
原
へ
ぎ
う
に
す
み
け
り
。
折
節
女
郎
の
と
も
を
し
て
、
あ
け
や
町
へ
行
け
る
に
、
け
ん
ふ
つ
の
客

四
五
人
通
り
、
何
く
の
女
郎
や
名
は
い
か
に
、
と
供
の
物
を
つ
か
は
し
名
を
き
け
ば
、

か
の
ぎ
う
こ
へ
を
は
り
あ
げ
す
さ
い
ら
し
く
、
三
う

ら
な
が
と
、
と
む
か
し
の
お
さ
へ
の
こ
へ
に
て
い
ふ
た
も
ぶ
し
め
い
て
お
か
し
。

二
十
七

さ
む
ら
ひ
け
ん
く
わ
に
て
お
く
れ
取
事

A
さ
る
そ
そ
う
成
男
、
さ
ふ
ら
ひ
行
あ
た
り
、

い
ろ
ノ
ヘ
わ
び
こ
と
し
け
れ
共
か
ん
に
ん
せ
す
。
今
は
男
も
せ
ん
方
付
、
も
は
や
比
う
へ
は

か
く
ご
致
候
、
と
て
し
り
を
ね
ち
あ
け
、
ず
い
ふ
ん
我
に
か
た
れ
は
、

て
か
ら
し
だ
い
に
う
ち
給
へ
、
と
く
も
を
か
す
み
に
は
し
り
行
。
跡

に
て
さ
ふ
ら
い
は
か
み
を
な
し
、

ゑ
〉
む
ね
ん
や
、
あ
の
物
め
に
せ
ん
を
こ
さ
れ
て
む
ね
ん
に
そ
ん
ず
る
、
と
い
ふ
た
。

十
｝＼、

し
ば
い
す
き
の
男
わ
ん
を
か
う
事

A
あ
る
し
は
い
す
き
な
る
男
、
子
を
も
ふ
け
、
あ
す
は
く
い
そ
め
也
と
て
と
も
だ
ち
を
た
の
み
、
わ
ん
を
か
い
に
や
り
け
る
が
、
も
ん
所
は

随
分
き
〉
め
の
役
者
の
紋
を
た
の
む
、
と
で
か
い
に
や
り
け
る
。
程
な
ふ
わ
ん
を
か
い
来
る
に
、
か
つ
山
又
五
郎
か
紋
。

て
い
主
事
の
ふ
は

- 29ー



ら
立
、
き
〉
め
の
う
す
い
役
者
あ
る
ほ
と
、
は
や
り
で
の
だ
ん
十
郎
が
宗
十
郎
、

い
三
郎
わ
か
の
い
み
介
。
比
内
の
紋
を
い
ふ
た
に
ら
ち
も

な
い
、
と
は
ら
立
る
。
此
男
い
〉
け
る
は
、

お
れ
も
き
〉
め
の
役
者
の
紋
か
ふ
て
く
る
は
し
っ
た
れ
と
、
き
か
ぬ
又
五
郎
が
紋
は
、
其
子
を

そ
れ
で
わ
ざ

と
き
か
ぬ
役
者
の
も
ん
は
か
ふ
て
き
た
、
と
い
ふ
た
。

い
わ
ふ
て
の
事
。
き
〉
役
者
の
紋
は
、
其
子
く
い
物
を
く
ふ
て
あ
た
っ
て
た
ま
る
口
口
、
又
五
郎
は
い
っ
と
て
も
あ
た
ら
ぬ
、

右
此
咽
之
本
大
坂
露
の
五
郎
兵
衛
附
之
本
ヲ
写
板
行
令
者
也

芝
神
間
明
前
井
筒
屋
板
元
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